
「Un
io

n
 is P

o
w

e
r

」 

― 

産
業
組
合
岩
手
県
青
年 

連
盟
に
集
う
若
人
に
新
渡
戸
稲
造
が
与
え
た
遺
訓
で
あ
る
。 

今
号
で
は
こ
れ
を
中
心
テ
ー
マ
に
、 

達
増
知
事
を
囲
む
座
談
会
を
特
集
し
た
。 
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「新渡戸稲造の世界」第 32 号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０９５円  送料／１冊３１０円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

Ａ５判・２１６ページ 定価２，０９５円（うち税 190 円） 

 

来
年
の
一
万
円
の
顔
に
な
る
渋
沢
栄
一
は
、
新
渡
戸
と
初
め
て
会
っ
た
そ
の

瞬
間
か
ら
非
常
に
信
頼
し
、
そ
の
後
、
死
ぬ
ま
で
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

五
千
円
札
の
顔
に
な
る
津
田
梅
子
は
、
新
渡
戸
か
ら
信
頼
さ
れ
、
非
常
な
援
護

を
受
け
た
人
で
あ
る
。
千
円
札
の
顔
に
な
る
北
里
柴
三
郎
の
評
判
を
し
ば
し
ば

海
外
で
耳
に
し
た
新
渡
戸
は
、
北
里
を
日
本
人
の
誇
り
に
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

今
号
に
掲
載
の
草
原
克
豪
氏
の
論
考
「
渋
沢
栄
一
と
新
渡
戸
稲
造
と
日
米
関

係
」
は
、
渋
沢
と
新
渡
戸
と
が
、
こ
の
世
で
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
を
も
っ
た

か
が
詳
細
に
わ
か
り
、
読
み
応
え
の
あ
る
力
作
に
な
っ
て
い
る
。
二
人
の
巨
人

の
心
が
一
致
し
た
結
果
、
日
本
の
平
和
運
動
の
展
開
に
大
き
く
寄
与
し
た
道
筋

が
わ
か
る
。 
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新渡戸稲造と平川正壽 

 ― 普連土女学校との関り ―  
大 津 光 男 少友学園理事長 

 一枚の写真から … 新渡戸稲造と葛
クズ

博
ヒロシ

  葛 岡 貞 典 
花巻新渡戸記念館 

運営協議会委員 

【随 想】 

 

人と人との出会いについて 後 呂 道 徳 

（一社）新渡戸稲造と札

幌遠友夜学校を考える

会・運営委員 

新渡戸稲造との対話 

～バイオグラフィーワークを通じて～ 
酒 井 美 香 

バイオグラフィーワ

ーカー 
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ドキュメンタリー映画『新渡戸の夢』製作にあ

たって 
並 木 秀 夫 

新渡戸の夢映画製作委員

会会長兼プロデューサー 

【奨学研究生研究報告書】 

 

ソーシャルメディアにおけるロシア語コメン

トの計量テキスト分析 

 ― ロシアの対外係争に関するWeb空間の言説

を事例として ―  

佐 野  晃 

筑波大学大学院  

国際公共政策学位プ
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２０２０年度奨学研

究生 
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